令和７年度の苦情事例
１　令和７年８月頃、保護者の方から姫路市役所子ども保育課へ、一職員の爪のことを訊ねられたそうです。
内容は、
●爪が延びたままになっている。
●爪にネイルをしている。
これらのことを保育士が行ってもよいものかと聞かれたそうです。

解決策は
１　たびたび一保育士に言っているが、なかなか治そうとしない。
　　●予約がいっぱいでネイルサロンに行く間がないとのこと。
　　●すぐに「予約がいっぱいで、、、。」と口癖になっているように見受けられる。





令和７年度の苦情事例
２　令和７年９月頃に、お母さまと園児Eちゃんと時間を作って面談をすることにようやくこぎつけたと思ったら、急に気持ちが落ちたのか子ども保育課へ通報したり、担任の先生の返答が不満であるとのことを乱のように言われて、結局面談はお流れになりました。

解決策は
２　お母さん自身の気持ちが不安定であり、沈んだ状態とそうでない状態の繰り返しのようである。子育て支援室要対協担当・子ども家庭相談センター（児童相談所）などと連絡は取りあっているが、静かに見守ってゆきたい。
